
　
宮
崎
県
立
高
千
穂
高
校
は
、
宮
崎
県
西
臼

杵
郡
に
唯
一
あ
る
県
立
高
校
だ
。
学
校
が
所

在
す
る
高
千
穂
町
は
、
全
国
有
数
の
観
光
地

と
し
て
知
ら
れ
、
15
年
に
は
、『
高
千
穂
郷
・

椎
葉
山
地
域
の
山
間
地
農
林
業
複
合
シ
ス
テ

ム
』
が
、
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
か
ら
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
に

は
教
育
資
源
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
近
年
、
西
臼
杵
郡
は
宮
崎
県
内

で
人
口
の
減
少
率
が
最
も
高
い
地
域
と
な

っ
て
お
り
、
同
校
の
生
徒
数
も
年
々
減
少
。

１
９
９
３
年
度
は
入
学
者
数
が
３
２
９
人
、

全
校
生
徒
数
が
１
０
０
８
人
だ
っ
た
が
、
21

年
度
に
は
入
学
者
数
は
１
０
０
人
、
全
校
生

徒
数
は
３
０
０
人
を
下
回
っ
た
。
同
校
は
普

通
科
に
加
え
て
、
農
業
、
商
業
に
関
す
る
学

科
を
擁
し
、
生
徒
の
多
様
な
進
路
希
望
に
対

応
す
る
体
制
が
あ
り
な
が
ら
、
郡
内
の
中
学

生
の
進
学
率
は
半
分
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
危
機
感
を
覚
え
た
同
校

の
前
校
長
が
、
学
校
の
所
在
地
で
あ
る
高
千

穂
町
、
そ
し
て
日
之
影
町
、
五
ヶ
瀬
町
に
対

し
て
、
地
域
住
民
に
選
ば
れ
る
学
校
に
な
る

た
め
に
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
学
び
の
充

実
に
よ
る
学
校
の
魅
力
化
の
必
要
性
を
訴
え

た
。
そ
の
後
、
３
町
の
教
育
関
係
者
と
議
論

を
重
ね
、
各
町
の
町
長
、
教
育
長
、
議
長
、

西
臼
杵
郡
内
の
中
学
校
校
長
、
高
千
穂
高
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
同
窓
会
、
社
会
教
育
関
係

者
ら
が
と
も
に
、
高
千
穂
高
校
の
魅
力
化
を

通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
21
年
2
月
、
高
千
穂
町
、
日
之
影
町
、

五
ヶ
瀬
町
が
一
体
と
な
っ
て
県
立
高
校
の
支

援
を
行
う
「
高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委

員
会
」
が
発
足
。
３
町
の
各
役
場
内
に
は
、

高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委
員
会
の
担
当

窓
口
が
設
置
さ
れ
、
高
千
穂
高
校
と
連
携
し

て
具
体
的
な
支
援
策
の
検
討
を
開
始
し
た
。

　
現
在
、
高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委
員

会
の
事
業
は
、「
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
「
地
域
協
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
2
本
柱

に
整
理
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。
学
力
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
延
岡
市
の
民
間
の
塾

の
講
座
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
す
る
際
の
費

用
の
支
援
や
、
大
学
・
短
大
の
公
開
講
座
に

参
加
す
る
際
の
交
通
費
の
補
助
な
ど
、
山
間

部
の
高
校
生
が
学
習
面
や
進
路
選
択
の
面
で

自
分
は
不
利
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
な
く
な
る

こ
と
を
目
指
し
た
施
策
を
実
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
協
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
地

域
住
民
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
講
演
や
、
生
徒
が

地
域
で
取
り
組
む
探
究
学
習
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
長
友
美
紀
校
長
は
、「
高
千
穂
町
が
配
置

し
た
魅
力
向
上
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協
働

高
千
穂
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

高
千
穂
高
校

魅
力
向
上
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー

工
藤
天
裕 

く
ど
う
・
た
か
ひ
ろ

２
０
２
２
年
度
か
ら
現
職
。

進
路
指
導
主
事

河
内
弓
枝 

か
わ
ち
・
ゆ
み
え

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
国

語
科
。

校
長長友

美
紀 

な
が
と
も
・
み
き

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

地
域
の
教
育
資
源
を
生
か
し
た
学
校
魅
力
化
を

３
町
と
県
立
高
校
が
協
働
し
て
推
進

宮
崎
県
立
高
千
穂
高
校

宮
崎
県
立
高
千
穂
高
校
は
、
同
校
が
所
在
す
る
宮
崎
県
西に

し

臼う
す

杵き

郡
を
構
成
す
る
３
町
（
高
千
穂
町
、
日
之
影
町
、
五
ヶ
瀬
町
）
と
連
携
し
、

２
０
２
１
年
に
「
高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委
員
会
」
を
発
足
。
以
来
、
地
域
と
協
働
し
て
、

生
徒
の
学
力
の
向
上
と
、
探
究
学
習
や
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地域連携

事例 5

地域連携の現状について
P.８で解説

学
力
の
向
上
と
探
究
学
習
の
充
実
、

２
つ
の
視
点
で
魅
力
化
を
図
る
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し
な
が
ら
、
探
究
学
習
を
軸
と
し
た
学
校

の
魅
力
化
を
、
生
徒
の
姿
を
通
し
て
地
域

に
伝
え
よ
う
と
、
一
人
ひ
と
り
の
教
師
が

努
力
し
て
い
る
」
と
、
学
校
の
様
子
を
説
明

す
る
。

　「こ
れ
ま
で
本
校
に
は
、
教
師
が
学
校
の

魅
力
を
広
報
す
る
部
署
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
魅
力
向
上
推
進
委
員
会
が
校
外
に
設

置
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
広
報
活
動
は
管

理
職
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
行
い
、
教
師
に
は
探
究
学
習
や
教
科
学
習

の
支
援
と
い
っ
た
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に

寄
り
添
う
こ
と
に
注
力
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
ま
し
た
。
特
に
、
探
究
学
習
に
お
い
て
生

徒
を
地
域
に
送
り
出
し
、
地
域
の
人
た
ち
に

生
き
生
き
と
し
た
生
徒
の
姿
を
見
て
も
ら
う

こ
と
が
、
何
よ
り
の
広
報
活
動
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
に
至
り
ま
し
た
」

　　高
千
穂
高
校
に
常
駐
す
る
魅
力
向
上
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
工
藤
天た

か

裕ひ
ろ

さ
ん
は
、
地
域

の
教
育
資
源
を
活
用
し
た
「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
な
ど
の
活
動
が
、
生
徒
に
と
っ
て

単
な
る
「
経
験
」
で
終
わ
ら
ず
「
学
び
」
に

な
る
た
め
に
は
、
地
域
と
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
語
る
。

　「学
校
と
し
て
は
、
生
徒
を
単
な
る
労
働

力
と
し
て
地
域
に
送
り
出
し
た
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
決
め
ら
れ
た
作
業
を
こ
な
す
活
動
よ

り
も
、
活
動
を
通
し
て
生
徒
が
得
ら
れ
る
も

の
を
よ
り
大
き
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
生

徒
が
自
分
で
考
え
て
、
行
動
す
る
こ
と
が
で

き
る
余
地
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
企
業

や
団
体
と
話
し
合
う
こ
と
も
重
要
で
す
」

　高
千
穂
町
で
観
光
鉄
道
を
運
営
す
る
企
業

か
ら
、
同
校
の
生
徒
に
観
光
ガ
イ
ド
を
担
当

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
。

そ
の
活
動
を
継
続
す
る
中
で
、
工
藤
さ
ん
は

企
業
の
担
当
者
を
学
校
に
招
き
、
生
徒
と
話

を
す
る
場
を
設
け
る
な
ど
し
た
。

　「対
面
し
て
話
を
す
る
中
で
生
徒
た
ち
は
、

自
分
た
ち
の
学
校
で
生
産
し
て
い
る
お
茶
を

販
売
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
学
校
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
企
業

の
担
当
者
に
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
企
業
は
、

生
徒
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
歓
迎
し
、
当
初
は

予
定
し
て
い
な
か
っ
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
実
現
し
ま
し
た
（
写
真
１
・
２
）」（
工
藤

さ
ん
）

　地
域
と
学
校
の
慣
習
の
違
い
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
壁
と
な
る
こ
と
も
あ

る
。
例
え
ば
、
地
域
か
ら
の
伝
統
行
事
へ
の

参
加
依
頼
の
際
、
募
集
依
頼
の
書
類
が
作
成

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
学
校
が
知
り
た
い

項
目
が
不
明
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

（
P. 

24
図
２
）。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
地
域
住
民
か
ら
依
頼
内
容

の
聞
き
取
り
や
資
料
の
確
認
を
行
い
、
学
校

向
け
の
実
施
要
項
の
作
成
に
つ
い
て
の
助
言

を
行
っ
た
り
、
時
に
は
工
藤
さ
ん
が
住
民
に

代
わ
っ
て
要
項
を
作
成
し
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
（
P. 

24
図
２
）。
そ
う
し
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
、

写真１　高校の農場で栽培した釜炒
い

り茶のペットボトルを観光
鉄道の客に販売。用意した120本が完売した。

写真2　山間部であっても外国人観光客が多い地域であるた
め、生徒たちは英語も交えたPOP広告を制作している。

高千穂高校魅力向上推進委員会の主な事業図１

学力向上プロジェクト 地域協創プロジェクト
❶ 民間塾と連携した学力向上支援
大学進学を目指す生徒が、民間の塾の講座
をオンラインで受講する際の費用を支援。

❶ キャリア教育
西臼杵郡内で働く地域住民による
キャリア講演の実施。

❷ 大学公開講座受講支援
大学や短大などが実施している公開講座に
参加する際の交通費を補助。

❷ 地域連携活動支援
西臼杵郡内におけるボランティア活動
や地域研修の支援。

❸ 進路実現支援
面接指導、小論文対策、模擬試験監督な
どにかかる指導料を補助。

❸ T-LABO運用支援
地方創生の拠点としての多目的スペー
ス（T-LABO）の運用の支援。

❹ 国際交流支援
外国人講師との交流を支援。

地
域
と
学
校
の
違
い
を

認
め
合
い
、つ
な
い
で
い
く

設
立
　
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
、
情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
科
、

生
産
流
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
90
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
宮
崎

大
、
鹿
児
島
大
な
ど
に
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
専
修

大
、津
田
塾
大
、立
教
大
な
ど
に
延
べ
20
人
が
合
格
。
短
大
・

専
門
学
校
進
学
36
人
。
就
職
25
人
。

学
校
概
要
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長
友
校
長
は
、「
私
た
ち
教
師
が
、
学
校
の

あ
た
り
前
を
地
域
に
求
め
過
ぎ
な
い
こ
と
も

大
切
だ
」
と
考
え
て
い
る
。

　「
教
師
が
、『
学
校
に
は
こ
う
い
う
文
書
が

必
要
で
す
』『
こ
う
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感

で
進
め
て
く
だ
さ
い
』
と
、
地
域
に
強
く
要

求
し
て
し
ま
う
と
、
地
域
と
の
連
携
は
停
滞

す
る
で
し
ょ
う
。
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
た

上
で
、
地
域
の
方
々
を
信
頼
し
、
可
能
な
限

り
生
徒
を
地
域
に
送
り
出
す
こ
と
で
、
学
校

の
扉
は
大
き
く
地
域
に
開
か
れ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
教
師
が
注
力
す
べ
き
は
、

地
域
と
の
折
衝
以
上
に
、
地
域
で
の
活
動
が

生
徒
に
と
っ
て
ど
ん
な
学
び
の
機
会
と
し
て

期
待
さ
れ
る
の
か
、
実
際
に
ど
ん
な
学
び
を

得
た
の
か
を
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
の
対
話

を
通
し
て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
人
と
人
を
つ
な
ぐ
存
在

で
あ
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
教
師
は
、
生
徒
の

経
験
と
学
び
を
つ
な
ぐ
存
在
で
あ
り
、
そ
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
一
層
注
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
長
友
校
長
）

　
高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委
員
会
の
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
24
年
度
で
3
年
目
を
迎

え
た
。
取
り
組
み
の
成
果
が
本
格
的
に
見
え

て
く
る
の
は
今
後
の
こ
と
だ
が
、
既
に
西
臼

杵
郡
内
の
中
学
校
か
ら
同
校
へ
の
進
学
率
も

着
実
に
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
。

　
進
路
指
導
主
事
の
河か

わ
ち内
弓
枝
先
生
は
、
大

学
入
試
や
就
職
試
験
の
面
接
に
お
い
て
、
地

域
で
の
探
究
学
習
の
成
果
や
、
地
域
の
行
事

へ
の
参
加
を
通
し
て
得
た
学
び
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
希
望
進
路
を
実
現
す
る
生
徒
が
増
え
て

い
る
と
説
明
す
る
。

　「
地
域
に
お
け
る
活
動
の
成
果
を
さ
ら
に

生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
私
た
ち
教
師
が
、
探
究
学
習
に

お
け
る
生
徒
の
支
援
の
あ
り
方
を
も
っ
と
追

究
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
地
域
と
学

校
の
両
方
に
軸
足
を
置
き
、
生
徒
に
と
っ
て

の
最
適
解
を
模
索
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
生
徒
へ
の
か
か
わ
り
方
は
、
生
徒
を
答
え

に
導
く
こ
と
を
得
意
と
し
て
き
た
私
た
ち
教

師
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
生
徒
が
探
究
学
習
に
つ
い
て
語

り
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
若
い
教
師
が
同
席

し
て
、
伴
走
の
あ
り
方
を
学
ぶ
様
子
が
よ
く

見
ら
れ
ま
す
」

　
高
千
穂
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
河
内
先
生

は
、
生
徒
数
が
激
減
し
た
母
校
へ
の
赴
任
に
、

当
初
は
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
。

　「
学
校
か
ら
活
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
し
た
が
、
赴
任

し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
杞
憂
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
地
域
の
教
育
資
源
を
生
か

す
こ
と
で
、
都
市
部
の
学
校
に
負
け
な
い
く

ら
い
の
活
気
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
同
校
で
は
、
地
域
住
民
が
自
由
に
利
用
で

き
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
校
内
に
設
置
し
、

学
校
と
地
域
と
の
接
点
を
増
や
し
て
い
る
。

長
友
校
長
は
、「
人
の
数
が
少
な
く
、
規
模

が
小
さ
く
て
も
、
生
徒
、
教
師
、
地
域
住
民

が
結
び
つ
け
ば
、
元
気
な
学
校
、
元
気
な
地

域
に
な
る
」
と
語
る
。

　「
３
町
の
住
民
の
方
々
か
ら
、『
最
近
、
高

校
生
が
町
で
活
動
し
て
い
る
様
子
を
よ
く
目

に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
』
と
い
っ

た
言
葉
を
か
け
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
中
で
学
校
の
存
在
感
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま

す
」（
長
友
校
長
）　

地域と学校をつなぐコーディネーター図２

高千穂高校には、高校生との協働を希望する地域の企業や
団体から多くの依頼が来るが、地域の伝統行事などの中には、
住民同士が口頭で連絡を済ませたり、高校などに提出すべき
文書がなかったりすることも少なくなかった。そこでコーディ
ネーターの工藤さんは、地域からの要望を聞いたり、チラシ
などの資料を見たりした上で、企業や団体に「このような情報
を盛り込んだ依頼書があると、高校でも生徒に案内しやすい」
と助言している。

●地域から提出されたチラシの例

●コーディネーターの助言を基に
　作成された依頼書（一部）

•生徒を拘束する日時（集合から解散まで）
•活動場所、集合場所
•募集する人数、生徒に求める条件
•生徒が準備するもの（昼食など）
•担当者の名前、連絡先

●コーディネーターが企業・団体に助言した、依頼書に
盛り込むとよい項目

異
な
る
視
点
で
の
支
援
を

間
近
に
見
て
、教
師
も
学
ぶ
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